
                                    

 
令和 ４ 年度 事 業 報 告 書 

 
（事業の概要） 

１ 研究助成事業 

（計 画） 薬力学の研究に従事する若手研究者に対する研究費の補助として総額４００万円（４名から５  

名）を助成する。 

毎年、ホームページ上に募集要項を公開し、研究助成金交付対象者の公募を行っている。 

選考方法は、審査委員による応募書類を審査のうえ審査委員会を開催し、その結果を理事会に報告

する。 理事会は当該報告を受けて、助成対象者を決定し、助成金を授与する。 

 

（内 容） 募集要項は令和４年７月１日から令和４年９月３０日まで、ホームページ上に公開したうえで、

医・歯・薬学系の学部を有する、全国の国公私立大学の研究支援・産学連携部門・広報部門等へ 

     の周知のため、UMIN（大学病院医療情報ネットワーク）への掲載や各機関へのメール送信等でお知

らせした。 

その結果、１８名の応募者があった。 

令和４年１２月２１日審査委員長より理事長あてに審査結果報告があり、令和５年１月１３日 

臨時理事会において、下記４名に各１００万円の助成金を授与することを決定した。 

 

1.    窪 田 理 恵 27歳  

所     属： 東京医科歯科大学 大学院医歯学総合研究科 寄生虫学・熱帯医学分野 

大学院４年 

      研 究 題 目： 「新規アルテミシニン耐性株を用いた機能的スクリーニングによるアルテミシ  

ニン耐性遺伝子の同定」        

２． 辻    耕 平  34歳 

所     属：  東京医科歯科大学 生体材料工学研究所  生体機能分子研究部門   

メディシナルケミストリー分野   准教授 

研 究 題 目：  「広域スペクトルを有する SARS-CoV-2 膜融合阻害ペプチドの創製研究」   

３．  助 川 明 香 40歳 

             所       属：  東京医科歯科大学 大学院医歯学総合研究科 ウイルス制御学分野 助教 

研 究 題 目： 「革新的な HIV 感染症治癒戦略をめざした薬剤候補化合物の創薬展開および 

作用機序解析」 

４． 藤  田     幸  38歳  

所      属： 島根大学 大学院医学研究科 発生生物学 教授 

研 究 題 目： 「 ヒト神経細胞を用いた神経変性抑制技術の開発」   

 

なお、助成金は、受賞者所属大学の寄附金受入規程に則り、島根大学〈1名分〉、東京医科歯科

大学〈３名分〉を令和５年３月３日に各々振込手続きを行った 



また、研究助成金授賞式に関しては、新型コロナウイルス感染防止の観点から中止とし、各受賞

者に対して研究助成通知書を郵送した。 

 

２ 学術講演会等の開催及び助成事業 

（計 画） 薬力学に関する学術講演会、研究討論会を開催し及びそれらに対する補助として以下を助成する。 

 

  〇 ２０２２年度「薬力学に関する学術講演会、研究討論会」の開催及びそれに対する補助として５１万 

３千円（学術講演会等開催日・助成金６万円、特別講演謝金１名分１２万円、交通費７万３千円、会場 

借料６万円、印刷製本費２０万円）を助成する。    

  

（内 容） 今年度に関しても昨年度に引き続き、新型コロナウイルス感染防止の観点から自開催の学術講演会

（特別講演、研究助成金受賞者講演）を中止せざるを得なくなった。 

「助成研究報告集（２０２１年度）」を作成し、授賞者、本研究会役職員、その他関係者に配布した。 

 

３ 献体業務助成事業 

 （計 画） 薬力学の進歩発展のために、医学教育及びこれらに関連する献体業務に対し３０万円を助成する。 

この助成は、医学教育に欠かせない人体解剖実習に必要な献体業務への支援であり、医療人教育

に貢献している。さらに、不特定多数の利益（健康増進と医療内容の向上）に寄与し、広く人類の

福祉への貢献につながる事業である。 

助成の実施に関しては、東京医科歯科大学より助成内容について申請を受け、内容について審査を

行ったうえで助成を決定している。 

 

（内 容） 今年度は、令和４年１０月２４日、東京医科歯科大学に対し、３０万円の助成を実施する 

とともに、大学の献体の会事務局を通じて篤志解剖全国連合会の会費支援等を行っている。 

 

４ 教育助成事業 

（計 画） 東京医科歯科大学大学院の教育の充実を図ることで薬力学の進歩発展に寄与するため、１１万円

を助成する。 

当該大学院に対し助成する。この助成は東京医科歯科大学大学院を支援、充実させることにより、

優秀な研究者を輩出し、研究の進歩、高度化を図ることを目的とする。このことは不特定多数の利

益（健康増進と医療内容の向上）に寄与し、広く人類の福祉への貢献につながる。 

助成の実施に関しては、東京医科歯科大学より助成内容について申請を受け、内容について審査

を行ったうえで助成を決定する。 

 

（内 容） 今年度は、令和４年９月１日、東京医科歯科大学に対し、１１万円の助成を実施した。 

 

５ 学術出版助成事業 

（計 画） 例年刊行の助成を行ってきた「お茶の水醫學雑誌」の廃刊に伴い、本年度は本事業を休止する。 

（内 容） 本事業を休止とした。 



       

 

令和４年度事業報告には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」第３４条第３項に規定  

する附属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存在しないため作成しておりません。 

  

令和５年６月 

公益財団法人薬力学研究会 


